
                                                                      資料１ 

骨子素案からの主な変更点について 

 

１ 体裁の変更 

  ・見出し番号を記載  

 

  ・政策分野「人を呼び込む魅力ある郷土岡山づくりの推進（社会減対策）」

の政策パッケージの順番を、「しごと」をつくり、「ひと」を呼び込み、

「まち」を活性化する一連の流れで整理し直し、「多様な人材が活躍す

る社会の実現」と「移住・定住の促進」の記載 位置を入れ替え。    

                           （８ページ） 

 

 

２ 「中山間地域等」に関連が深い政策の明確化 

中山間地域、離島地域に関連が深い政策を分かりやすくするため、「地域

社会の活性化」の課題に「中山間地域等を中心に」と追記。 （11 ページ） 

 

                              

３ 語句等の追記・修正 

・晩婚化に伴う晩産化が挙げられている。 

      → 晩婚化に伴う晩産化や未婚化の進行が挙げられている。 

                             （２ページ） 

 

・東京オリンピック → 東京オリンピック・パラリンピック   （３ページ） 

 

・森林の荒廃 → 農地・森林の荒廃（４ページ）  

 

・周産期医療の充実 → 周産期医療提供体制の確保（７ページ）  

 

・小児科医療の充実 → 小児科医療提供体制の確保（７ページ）  

 

・都市機能が充実した中枢的な拠点と「小さな拠点」の重層的な構築とネット

ワーク化 

 → 都市機能が充実した中枢的な拠点から「小さな拠点」まで重層的な

拠点の構築とネットワーク化           （９ページ） 

    

・地域経済の持続的発展のための生産性の確保 

        →    地域の持続的発展のための経済力の確保（10 ページ） 


